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施
設
間
の
垣
根
を
越
え
て

地
域
で
課
題
解
決
へ
！

うえのはらで頑張る人  Vol.16

介護施設の感染症予防対策グループ
いまだコロナウイルスの感染が拡
大する中、市内のＭＣＳグループの
中の「介護施設の感染予防対策グル
ープ」のウェブ会議に伺い、日頃の
献身的な活動について聞きました。

　
Ｍ
Ｃ
Ｓ
と
は
何
で
す
か

■　

メ
デ
ィ
カ
ル
・
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
略

で
す
。
医
療
・
介
護
関
係
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
情
報
交
換
や
議
論
す
る
場
所
で
す
。
全

国
で
医
療
介
護
関
係
の
多
職
種
の
方
が
参
加
し

て
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
い
つ
か
ら

■　

今
年
４
月
30
日
、
Ｍ
Ｃ
Ｓ
内
の
グ
ル
ー
プ
と

し
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
市
内
の
介
護
施
設
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

情
報
共
有
を
し
、
特
に
入
居
型
施
設
の
ウ
イ
ル

ス
感
染
を
阻
止
す
る
た
め
の
作
戦
会
議
の
場
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
目
的
を

施
設
の
連
携
強
化
に
広
げ
ま
し
た
。

　
ど
の
よ
う
な
職
種
の
方
が
？

■　

介
護
施
設
・
上
野
原
市
立
病
院
・
三
生
会
病

院
・
市
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・
介
護
用
品
専

門
店
・
薬
剤
師
・
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
・
針
き

ゅ
う
師
・
在
宅
言
語
聴
覚
士
（
Ｓ
Ｔ
）
・
富
士

ウェブ会議：インター
ネットで結び、カメラ
やマイクを使って行う
会議
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に
限
ら
ず
災
害
時
に
も
力
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
、

人
材
捜
し
の
取
り
組
み
を
し
て
ほ
し
い
。

■　

人
材
確
保
は
事
業
所
単
位
で
は
限
界
が
あ
る
の

で
、
離
職
人
材
を
集
め
る
・
地
域
又
は
個
人
限
定

の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
発
掘
な
ど
、
地
域
単
位
で

確
保
で
き
る
仕
組
み
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

■　

感
染
防
護
具
の
備
蓄
は
事
業
所
単
位
で
は
限
界

が
あ
り
、
地
域
で
一
括
し
て
備
蓄
で
き
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

■　

濃
厚
接
触
者
を
ま
と
め
て
受
け
入
れ
る
中
間
施

設
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

■　

感
染
症
対
策
の
た
め
に
、

非
効
率
な
時
間
対
応
や
交
通

費
の
支
出
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
市
か
ら
財
政
支
援
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
防

護
具
の
購
入
費
用
な
ど
を
含

め
て
、
継
続
的
な
支
援
を
お

願
い
し
た
い
。

　
取
材
を
終
え
て

ま
だ
ま
だ
先
の
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
。
密
が
避

け
ら
れ
な
い
介
護
医
療
現
場
で
、
利
用
者
の
感
染
予

防
や
健
康
維
持
の
た
め
に
懸
命
に
努
力
し
て
い
る
現

状
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。
市
議
会
と
し
て
も
課
題
解

決
に
努
力
す
る
こ
と
が
重
要
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　
感
染
予
防
の
た
め
に

■　

入
居
施
設
で
感
染
者
が
出

れ
ば
、
「
職
員
が
持
ち
込
ん

だ
」
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い

と
の
前
提
で
、
家
庭
で
の
行

動
も
徹
底
的
に
変
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
（
医
師
）

■　

口
を
開
い
た
状
態
で
治
療
を
し
て
い
る
の
で
、

飛
沫
が
飛
ば
な
い
よ
う
厳
重
に
予
防
を
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
（
歯
科
医
師
）

■　

訪
問
時
は
ま
ず
換
気
を
し
ま
す
。
ケ
ア
す
る
と

き
は
使
い
捨
て
マ
ス
ク
と
手
袋
を
着
用
し
ま
す
。

咳
込
み
が
あ
る
と
き
は
、
必
要
に
応
じ
て
ゴ
ー
グ

ル
・
使
い
捨
て
エ
プ
ロ
ン
・
ガ
ウ
ン
を
着
用
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
訪
問
介
護
従
事
者
）

■　

医
療
機
関
や
福
祉
施
設
に
出
向
い
て
リ
ハ
ビ
リ

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
６
月
か
ら
仕
事
を
再
開
し

て
い
ま
す
。
事
前
の
情
報
は
Ｍ
Ｃ
Ｓ
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
か
ら
手
に
入
れ
ま
す
が
、
当
日
37
・
５
℃

以
上
の
発
熱
が
あ
る
と
主
治
医
と
相
談
し
て
中
止

に
し
ま
す
。
（
言
語
聴
覚
士
）

　
議
会
や
行
政
に
要
望
は

■　

ヘ
ル
パ
ー
の
数
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
ま
す
。

今
す
ぐ
に
で
も
人
材
確
保
が
必
要
で
す
。
コ
ロ
ナ

東
部
保
健
福
祉
事
務
所
・
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
現
在
64
名
の
メ
ン

バ
ー
で
、
感
染
予
防
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

上
條
武
雄
医
師
と
渡
部
一
雄
医
師
が
グ
ル
ー
プ
の

管
理
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
ん
な
活
動
を
し
て
ま
す
か

■　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
を
保
つ
た
め
ウ
ェ
ブ
会
議
を
行
い
、
毎
回
テ
ー

マ
（
議
題
）
を
決
め
て
各
職
種
の
立
場
で
の
感
染

症
対
策
や
課
題
・
問
題
点
を
提
供
し
、
意
見
交
換

を
し
な
が
ら
、
課
題
解
決
へ
と
議
論
を
交
わ
し
て

い
ま
す
。

月
１
～
２
回
の
ウ
ェ
ブ
会
議
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
「
高
齢
者
施
設
に
お
け
る
感
染
症
対
策
と
感
染

者
発
生
後
の
対
応
に
つ
い

て
」
「
濃
厚
接
触
者
と
な

っ
た
高
齢
者
を
ど
う
支
え

る
か
」
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
、
食
べ
る
た
め
の
支

援
の
現
状
と
課
題
」
を
テ

ー
マ
に
議
論
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　

地
域
を
支
え
る
の
は
我
々
の
使
命
、
「
困
っ
た

と
き
は
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
地
域
を
守
り
ま
し

ょ
う
！
」
と
い
う
の
が
、
施
設
間
連
携
の
意
義
で

あ
る
と
メ
ン
バ
ー
の
医
師
が
語
っ
て
い
ま
す
。
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定例会で決まった主なこと

市
は
奨
学
金
の
利
用
促
進
に
向
け
て
、
奨
学
金
条
例
の
貸
与
資
格
の
要

件
か
ら
「
他
に
奨
学
を
目
的
と
す
る
団
体
か
ら
学
資
の
支
給
又
は
貸
与
を

受
け
て
い
な
い
者
で
あ
る
事
」
を
削
除
し
、
他
の
奨
学
資
金
と
の
併
給
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

条例
改正
　

市
の
奨
学
金
利
用
資
格

　

併
給
が
可
能
に
な
り
ま
す

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
が
２
年
９
月
２
日

か
ら
９
月
25
日
ま
で
24
日
間
の
日
程
で
開
か
れ

ま
し
た
。

定
例
会
で
決
ま
っ
た

主
な
こ
と

※ 

議
案
名
・
議
決
結
果
等
は 

６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

審
議
さ
れ
た
議
案

市
長
提
出
議
案	

29
件

請　

願	

１
件

発　

議	

1
件

　
　

計	

31
件

9月
定例会

議
案
第
１
０
２
号　

上
野
原
市
奨
学
資
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
1
0
1
号　

�

上
野
原
市
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

医
療
技
術
者
の
養
成
及
び
確
保
の
た
め
、
就
学
資
金
の
対
象
業
務

を
、
既
存
の
保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
の
看
護
業
務
か
ら
、
薬
剤
師
・

准
看
護
師
・
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
放
射
線
技
師
・
臨
床
検
査

技
師
・
臨
床
工
学
技
士
ま
で
拡
充
す
る
た
め
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

条例
改正
　

医
療
技
術
者
就
学
資
金
貸
与

　

支
援
の
対
象
が
拡
充
し
ま
す

議
案
第
1
2
3
号　

山
梨
県
東
部
広
域
連
合
の
解
散
に
つ
い
て

山
梨
県
東
部
広
域
連
合
（
都
留
市
、
大
月
市
、
上
野
原
市
、
丹
波
山

村
、
小
菅
村
、
道
志
村
で
構
成
）
は
特
別
公
共
団
体
で
あ
る
た
め
、
総

務
に
係
る
人
件
費
や
施
設
の
維
持
管
理
費
、
設
備
費
な
ど
に
、
毎
年
３

千
万
円
以
上
の
多
額
な
金
額
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
負
担
分
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
各
構
成
市
村
の
負
担
低
減
を
図

る
た
め
、
令
和
３
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
解
散
と
な
り
ま
す
。

広域
連合
　

山
梨
県
東
部
広
域
連
合
が
解
散

議
案
第
1
2
5
号　

上
野
原
市
島
田
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任
の
同
意
に
つ
い
て

島
田
財
産
区
管
理
会
委
員
に
中
島
悦
廣
氏
の
選
任
に
つ
い
て
、
全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

人事
案件
　

財
産
区
管
理
会
委
員
選
任
に
同
意
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定例会で決まった主なこと

議
案
第
1
2
6
号　

�

上
野
原
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
等
の
人
権
の
保
護
に
関
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
り
患
し
た
患
者
や
そ
の
家
族
の
人
権

を
保
護
す
る
た
め
、
市
や
市
民
、
事
業
者
の
責
務
を
定
め
、
市
が
施
策
の

推
進
を
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
す
。

条例
制定
　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
患
者
の
人
権
を
守
る

　

３
億
５
９
８
９
万
４
千
円
増
額
補
正

■　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成
拡
大�

１
０
４
１
万
６
千
円

学
校
感
染
症
対
策
事
業�

１
９
８
万
２
千
円

妊
婦
応
援
特
別
給
付
金�

２
５
２
万
１
千
円 

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
金
給
付
事
業�

１
５
０
万
円

上
野
原
市
商
店
街
等
応
援
事
業�

１
億
２
３
３
２
万
３
千
円

（
仮
称
）
上
野
原
市
コ
ロ
ナ
対
策
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業�

４
９
万
５
千
円	

地
域
公
共
交
通
事
業
者
支
援
事
業
（
追
加
分
）�

４
０
万
円 

上
野
原
市
立
病
院
支
援
交
付
金�

１
億
円

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
整
備
費
補
助
事
業�

１
５
０
０
万
円 

移
住
者
在
宅
ワ
ー
ク
環
境
整
備
費
補
助
事
業�

１
０
０
万
円

■　

そ
の
他
の
事
業

道
路
維
持
費�

４
７
１
５
万
２
千
円

補正
予算

議
案
第
1
2
7
号　

�

四
方
津
駅
周
辺
昇
降
施
設
棟
外
建
設
工
事
（
継
続
費
）
請
負
契
約
締
結

に
つ
い
て

四
方
津
駅
周
辺
コ
モ
ア
ブ
リ
ッ
ジ
に
接
続
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟
ほ

か
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

契
約
金
額�

２
億
９
７
０
０
万
円

契
約
の
相
手
方�

東
鉄
工
業
（
株
）
（
東
京
都
新
宿
区
）

契約
締結
　

四
方
津
駅
周
辺
昇
降
棟
ほ
か
の

　

請
負
工
事
契
約
を
締
結

請願
請
願
第
３
号　

�

教
職
員
定
数
改
善
、
少
人
数
学
級
推
進
、
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

拡
充
を
図
る
た
め
の
請
願
書

北
都
留
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
ほ
か
３
氏
か
ら
提
出
さ
れ
た
頭

書
の
趣
旨
の
意
見
書
に
つ
い
て
、
衆
議
院
議
長
な
ど
国
に
提
出
す
る
こ

と
を
全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

　

教
職
員
定
数
改
善
な
ど
国
に
意
見
書
を

発議
発
議
第
１
号　

�

教
職
員
定
数
改
善
、
少
人
数
学
級
推
進
、
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

拡
充
を
図
る
た
め
の
意
見
書
（
案
）
の
提
出
に
つ
い
て

請
願
第
３
号
に
基
づ
き
、
頭
書
の
内
容
の
意
見
書
を
衆
議

院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、

総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

議
案
第
1
0
3
号　

令
和
２
年
度
上
野
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
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◆全会一致の議案

※　「－」は委員会付託が省略された議案です。

◆賛否のあった議案　(○賛成  ●反対　◎賛成討論者　 反対討論者）

第3回定例会

令和２年第３回定例会議決結果等一覧表

議
案
番
号

案      件     名

付
託
委
員
会

内
田
倫
弘

八
木
一
雄

山
口　

薫

白
鳥
純
雄

遠
藤
美
智
子

川
田
好
博

東
山
洋
昭

小
俣　

修

川
島
秀
夫

杉
本
公
文

山
口
好
昭

長
田
喜
巳
夫

杉
本
友
栄

尾
形
幸
召

岡
部
幸
喜

尾
形
重
寅

審
議
結
果

119 令和元年度上野原市一般会計及び特別
会計歳入歳出決算認定について

決算
特別 欠 〇 〇 〇 〇

●
〇 〇

議
長● 〇 欠 〇 〇 〇 〇

認
定

議
案
番
号

案      件     名 付託
委員会

審議
結果

100 専決処分の承認を求めることについて（上野原市国民健康保険条例の一部を改正する条例
制定について）

－ 承認

101 上野原市看護師等修学資金貸与条例の一部を改正する条例制定について 文教
厚生

可決

102 上野原市奨学資金条例の一部を改正する条例制定について

103 令和２年度上野原市一般会計補正予算（第４号）

予算
特別

104 令和２年度上野原市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

105 令和２年度上野原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

106 令和２年度上野原市介護保険特別会計補正予算（第１号）

107 令和２年度上野原市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）

108 令和２年度上野原市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

109 令和２年度上野原市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

110 令和２年度上野原市大目財産区特別会計補正予算（第１号）

111 令和２年度上野原市甲東財産区特別会計補正予算（第１号）

112 令和２年度上野原市巌財産区特別会計補正予算（第１号）

113 令和２年度上野原市島田財産区特別会計補正予算（第１号）

114 令和２年度上野原市上野原財産区特別会計補正予算（第１号）

115 令和２年度上野原市檜尾根外十二恩賜林保護財産区特別会計補正予算（第１号）

116 令和２年度上野原市秋山財産区特別会計補正予算（第１号）

117 令和２年度上野原市西棚ノ入外十一恩賜林保護財産区特別会計補正予算（第１号）

118 令和２年度上野原市病院事業会計補正予算（第１号）

120 令和元年度上野原市病院事業会計決算認定について 決算
特別

認定
121 令和元年度上野原市病院事業の資本金の額の減少について 可決
122 令和元年度上野原市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について － 受理
123 山梨県東部広域連合の解散について 総務

産業
可決

124 山梨県東部広域連合の解散に伴う財産処分について

125 上野原市島田財産区管理会委員の選任の同意について

－

適任
126 上野原市新型コロナウイルス感染症患者等の人権の保護に関する条例制定について

可決127 四方津駅周辺昇降施設棟外建設工事（継続費）請負契約締結について

128 上野原市立小中学校学習者用端末（1 人 1 台端末）購入契約締結について

請願 3 教職員定数改善、少人数学級推進、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書
文教
厚生

採択

発議 1 教職員定数改善、少人数学級推進、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書
（案）の提出について

－ 可決
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■　

総
務
管
理
費�
１
４
４
１
万
４
千
円

庁
舎
の
消
毒
、
出
張
所
等
の
水
道
蛇
口
の
交
換
等

■　

社
会
福
祉
費�
９
６
万
８
千
円

■　

児
童
福
祉
費�

３
５
３
３
万
５
千
円

こ
ど
も
園
等
の
感
染
症
対
策
、
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
等

■　

保
健
衛
生
費�

７
４
３
万
５
千
円

■　

農
業
費�

３
３
０
万
４
千
円

■　

商
工
費�

７
８
０
万
９
千
円

■　

消
防
費�

１
４
４
万
円

■　

義
務
教
育
費�

４
１
６
７
万
７
千
円

学
習
指
導
員
等
配
置
、
小
中
学
校
の
水
道
蛇
口
交
換
等

■　

社
会
教
育
費�

６
２
万
円

■　

保
健
体
育
費�

２
０
８
８
万
７
千
円

上
小
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の
エ
ア
コ
ン
設
置
等

補正
予算
　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

　

１
億
３
３
８
８
万
９
千
円
を
増
額
補
正

令
和
２
年
第
２
回
臨
時
会
が
８
月
６
日
、
会
期
１
日
間
で
開

か
れ
ま
し
た
。
主
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
が
審
議
さ
れ
、
３
議
案

と
も
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
臨
時
会

議
案
第
99
号　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

令和２年第２回臨時会

※　「－」は委員会付託が省略された議案です。

議
案
番
号

案      件     名 付託
委員会

審議
結果

97 専決処分の承認を求めることについて（上野原市国民健康保険税条例の一部を改正する条
例制定について）

－
承認

98 専決処分の承認を求めることについて（上野原市介護保険条例の一部を改正する条例改正
について）

99 令和２年度上野原市一般会計補正予算（第３号） 可決

◆全会一致の議案

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

市
の
独
自
事
業

財源
こ
れ
ま
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
予
算
は
、
特
別
定
額
給
付
金
（

１
人
10
万
円
支
給
）
を
含
め
総
合
計
３
０

億
１
９
４
７
万
７
千
円
に
達
し
ま
す
。
そ

の
う
ち
、
市
の
独
自
事
業
は
６
億
６
４
５

０
万
８
千
円
で
す
。
財
源
内
訳
は
次
の
通

り
で
す
。

　

総
額�

６
億
６
４
５
０
万
８
千
円

■　

国
・
県
補
助
金
等１

７
８
０
万
６
千
円

■　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
（
国
庫
負
担
）

第
一
次�

１
億
１
９
２
３
万
８
千
円

第
二
次�

３
億
４
６
２
６
万
８
千
円

	

■　

市
の
財
政
調
整
基
金

１
億
８
１
１
９
万
６
千
円
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決算特別委員会

令和元年度の決算認定について、議長と監査

委員を除く１４人の議員で決算特別委員会が設

置されました。９月９日、１１日、１４日の延

べ３日間にわたり審査を行いました。

各課から担当者の出席を求め、令和元年度の

１年間に使われたお金について、無駄なく効率

的に使われたかどうか、その成果等について審

査を行いました。延べ９４件の質疑が行われま

したが、そのうちいくつかの内容について、次

ページ以降に要約を載せます。

最終日には、６人の委員が総括質疑を行いま

した。

審査の結果、議案第１１９号「令和元年度上

野原市一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定

について」は、異議があり、起立採決した結果、

賛成多数で認定すべきものと決定しました。

また議案第１２０号「令和元年度上野原市病

院事業会計決算認定について」は全会一致で認

定すべきものと決定し、議案第１２１号「令和

元年度上野原市病院事業の資本金の額の減少に

ついて」も全会一致で可決すべきものと決定し

ました。

決算特別委員会
委 員 長　東山　洋昭

副委員長　小俣　　修

委 員　内田　倫弘　  八木　一雄　  山口　　薫　  白鳥　純雄　  遠藤美智子

	 川田　好博　  杉本　公文　  山口　好昭　  杉本　友栄　  長田喜巳夫

	 岡部　幸喜　  尾形　重寅

東山洋昭委員長小俣修副委員長

元年度
決算

私たちの納めた税金の
使い道を審査しました

一般会計
歳入　１１１億４７２６万２５５３円
	 前年度比　3.2％増
歳出　１０５億２２３３万８６３９円
	 前年度比　2.4％増

特別会計（１６会計）
歳入	 ７１億１６１３万１７４８円
	 前年度比　1.4％増
歳出	 ６６億７０１１万８３６０円
	 前年度比　1.3％増

令和元年度の決算規模
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質問

答弁

Q

A
と

Ｑ　�AEDのリース料が、事業ごとに計
上してあり、リース料に違いがある
がこれはどのような仕組みになって
いるか。又、各課で統一出来ないも
のなのか。

Ａ　�それは納入時期、入札時期及び個数

等により若干単価の違いはあります。

今後は、各課と協議していきたい。

AEDリース料の違い

Ｑ　�ふるさと納税の寄付は基金に積立て
いるが、実際の使い道は。

Ａ　�上野原駅南口のステンドグラス設置、

母子手帳アプリ事業、英語力向上事

業、台風19号災害復旧などに使ってい

ます。

ふるさと納税の使い道

決算特別委員会

納税相談窓口

Ｑ　�地方債残高が１３４億１千万円ある
が、どのような使われ方をしている
か。

Ａ　�合併特例債は３９の事業で使ってい

ます。その他学校のエアコン設置、

施設の長寿命化で使っています。臨

時財政対策債等が約５８億円ありま

すが、これは政府に肩代わりして発

行しているものです。

地方債残高

Ｑ　�体験農園の貸し出しが減少している
のはなぜ。

Ａ　�ひとりで十数区画借りていた方が、高

齢でやめたのが大きな原因です。新た

な契約者も出ているので、今後とも利

用者を増やしていきたいと考えていま

す。

体験農園

Ｑ　�日曜日に納税相談の窓口を開設して
いますが、相談状況は。

Ａ　�毎月、最終日曜日午前中に収納窓口

を開設しており、月平均２～３名の

相談者が来ています。平日も税務課

窓口に納付が厳しいとの相談は５～

１０名います。

納税相談窓口

コンビニの AED も市が

設置したものです
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決算特別委員会

Ｑ　�運行から1年が経過して市民の利便
性は高まったのか。成果と課題は。

Ａ　�昨年１０月より上野原駅を起点に右

回り、左回りで中心市街地を循環し

ています。市役所敷地内に停留所を

設けて多くの方に利用して頂いてい

ます。便数等利便性の向上に向け、

地域公共交通協議会の場で改善につ

いて協議していきます。

循環バスの成果と課題は

Ｑ　�防犯灯の維持ができなくなっている
地区があると聞いているが。

Ａ　�区管理の防犯灯については、新設の

補助、ＬＥＤ化の補助、維持管理の

補助をしていますが、今後さらに検

討していきたい。

防犯灯

Ｑ　�生活困窮者の自立支援事業では、ど
のような相談があり、どう対応して
いるか。

Ａ　�例えば離婚して生活が困難になった

などについては、就労支援の相談に

乗っています。子どもの学習が困難

な場合は、フォローアップ事業につ

なげたり、相談者の状況に合わせて

支援しています。

自立支援相談事業

Ｑ　�簡易水道１３組合、小規模水道１５
組合への施設整備や塩素代等への補
助金が１２組合しか支出されていな
いのは何故か。

Ａ　�この補助金は、浄水施設等の施設の

新設、改良、修繕などが対象です。

支給対象要件に合致した施設は１２

組合でした。

 簡易水道組合への補助金

Ｑ　�桂川テニスコートの調査が終了して
いるが調査の結果は。

Ａ　�請願内容にあわせ、オムニコートを

作る場合にどの程度の予算を要する

か調査を行いました。コートだけで

概ね２千万から３千万円位かかる調

査結果が出ています。

テニスコート調査結果は

簡易水道組合の施設

市内循環バス

桂川テニスコート
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決算特別委員会

Ｑ　�英検の受験者検定料に助成金が支払
われています。中学１年生～３年生
合計の受験者は１８７人ですが合格
者は何人か。又、中学３年生の合格
目標は。

Ａ　�英検助成金対象者（中１～中３）は１８

７人。合格者は１４７人で合格率78.6

％です。中学３年生の受験合格目標は

５０％です。受験者１８６人、合格者

７３人で合格率は39.2％です。

中学生の英語検定試験の結果は

Ｑ　�２年前から部活動指導員が中学校に
各１名ずつ配置されたが、多忙化の
改善に繋がったか、成果を問う。

Ａ　�部活動顧問が２名体制になり、指導

員が専門的に部活動の指導・助言をし

てくれることにより、顧問の教員が他

の業務が行うことができ、教員の負

担が軽減したとの報告を受けています。

教員の多忙化改善

Ｑ　�若年層の子宮頸がん受診者数が少な
いが、検診への広報は行っているか。

Ａ　�市の広報等を使って受診を促す案内

を行っています。２０代、３０代の

子宮頸がんの検診者数、受診率を上

げることを、今後検討していきます。

がん検診受診率増加対策

Ｑ　�市立病院での白内障の手術は、医師
がいないとのことで、出来ないと言
われているが、今後出来るようにな
らないか。

Ａ　�眼科は、常勤医師が退職し一時期医

師不在でしたが、今年度新たに常勤

医師が着任したことから、白内障手

術も可能と思います。

市立病院の白内障手術

Ｑ　�いじめ問題対策連絡協議会は、年に
一度の開催と聞くが、その会の議事
録と、いじめ認知件数及び協議され
た件数は。

Ａ　�いじめ認知件数は、平成３０年度３

３０件、令和元年度２７４件で減少

しています。内容は、冷やかし、仲

間はずれ無視、触りが多く、すべて

学校内で解決しており、重大な問題

は発生していません。

いじめ対策

上野原市立病院

上野原中学校
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委員長
　遠藤美智子
副委員長
　八木一雄
委員
　内田倫弘
　川田好博
　川島秀夫
　山口好昭
　長田喜巳夫
　尾形幸召

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

委員長
　東山洋昭
副委員長
　山口　薫
委員
　白鳥純雄
　小俣　修
　杉本公文
　杉本友栄
　岡部幸喜　
　尾形重寅

会期中の審査

９
月
７
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
審
査
し

ま
し
た
。
議
案
第
１
２
３
号
「
山
梨

県
東
部
広
域
連
合
の
解
散
に
つ
い
て
」

及
び
議
案
第
１
２
４
号
「
山
梨
県
東

部
広
域
連
合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処

分
に
つ
い
て
」
は
、
令
和
３
年
３
月

31
日
を
も
っ
て
山
梨
県
東
部
広
域
連

合
を
解
散
す
る
に
あ
た
り
、
構
成
市

村
（
上
野
原
市
、
都
留
市
、
大
月
市
、

小
菅
村
、
丹
波
山
村
、
道
志
村
）
そ

れ
ぞ
れ
の
議
決
を
必
要
と
す
る
も
の

で
、
解
散
に
伴
い
連
合
が
所
有
す
る

財
産
の
処
分
に
つ
い
て
も
併
せ
て
行

う
も
の
で
す
。
現
在
法
人
格
を
持
つ

連
合
を
解
散
し
、
別
の
形
態
に
運
営

を
移
行
す
る
こ
と
で
、
各
市
村
の
予

算
を
削
減
し
て
い
く
も
の
で
す
。
令

和
元
年
度
の
連
合
の
全
会
計
支
出
額

は
約
７
千
３
６
５
万
円
で
、
内
３
千

６
０
０
万
円
が
削
減
で
き
る
見
込
み

と
の
こ
と
で
す
。
解
散
後
は
、
３
市

３
村
で
機
関
等
を
共
同
設
置
し
、
大

月
市
が
幹
事
市
を
引
き
受
け
、
構
成

市
村
か
ら
職
員
を
派
遣
す
る
調
整
を

図
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

Ｑ
　�

当
市
在
住
の
職
員
の
処
遇
は

ど
う
な
る
の
か
。

Ａ
　�

処
遇
に
つ
い
て
は
本
人
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
３
市
３

村
の
ど
こ
で
で
も
受
け
入
れ

が
可
能
と
な
る
よ
う
体
制
を

整
え
て
い
く
予
定
で
す
。

以
上
、
当
局
提
出
の
２
案
件
に
つ

い
て
は
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

ま
た
、
審
査
終
了
後
、
所
管
事
務

調
査
と
し
て
、
狭
隘
道
路
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

９
月
７
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
条
例
制
定
２
件
、
請
願

１
件
の
計
３
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

議
案
第
１
０
１
号
「
上
野
原
市
看

護
師
等
就
学
資
金
貸
与
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
」

は
、
医
療
技
術
者
の
養
成
と
確
保
の

た
め
就
学
資
金
の
対
象
業
務
を
既
存

の
保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
の
看

護
業
務
か
ら
、
薬
剤
師
・
地
域
包
括

ケ
ア
の
分
野
及
び
透
析
医
療
の
分
野

ま
で
拡
充
し
、
医
療
技
術
者
を
目
指

す
学
生
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
１
０
２
号
「
上
野
原
市
奨

学
資
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て
」
は
、
奨
学
資
金

の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
奨
学
を

目
的
と
す
る
他
団
体
か
ら
学
資
の
支

給
ま
た
は
、
貸
与
を
受
け
た
学
生
に

対
す
る
制
限
を
無
く
す
こ
と
で
併
給

を
可
能
と
す
る
も
の
で
す
。

以
上
、
２
案
件
に
つ
い
て
採
決
を

行
っ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致

で
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

請
願
第
３
号
「
教
職
員
定
数
改
善
、

少
人
数
学
級
推
進
、
及
び
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を
図
る
た
め

の
請
願
書
」
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
学
び
を
実
現
す
る
た

め
、
義
務
教
育
費
の
国
負
担
割
合
の

２
分
の
１
へ
の
復
元
、
教
育
予
算
の

拡
充
を
求
め
る
も
の
で
す
。

こ
の
請
願
に
つ
い
て
は
、
同
様
の

内
容
を
例
年
採
択
し
て
い
る
経
過
も

踏
ま
え
、
全
会
一
致
で
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

山梨県東部広域連合
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衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

一般質問

　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の
交
通
量

　

商
店
街
等
の
応
援
事
業

質
問　

談
合
坂
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
供
用
開
始
後
、
６
月
７

月
の
交
通
量
に
つ
い
て
。

答
弁　

６
月
は
１
日
平
均
上
下
線
の
利

用
状
況
は
上
り
線
が
３
３
１
台
、

下
り
線
が
３
４
４
台
、
合
計
６

７
５
台
で
す
。
７
月
の
１
日
当

た
り
の
平
均
は
上
り
線
が
３
３

９
台
、
下
り
線
が
３
４
５
台
、

上
下
線
合
計
で
は
６
８
４
台
で

す
。

質
問　

上
野
原
市
商
店
街
等
応
援
事
業

に
つ
い
て
、
９
月
補
正
予
算
で

は
商
品
券
の
規
模
総
額
１
億
１

千
５
０
０
万
円
の
内
、
70
％
の

８
千
５
０
万
円
が
商
店
街
等
の

専
用
応
援
利
用
商
品
券
、
30
％

の
３
千
４
５
０
万
円
が
大
型
店

と
の
共
通
利
用
商
品
券
だ
が
、

分
配
政
策
の
根
拠
を
示
せ
。
ま

た
、
商
品
券
使
用
期
間
等
、
実

効
性
向
上
促
進
策
の
ツ
ー
ル
等

を
示
せ
。
ま
た
、
小
売
店
、
飲

食
店
等
へ
の
説
明
は
。

答
弁　

前
年
度
全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

で
は
、
市
内
94
店
舗
の
登
録
に

対
し
商
品
券
の
利
用
実
績
は
70

店
舗
で
し
た
。
金
額
で
は
商
店

街
等
小
売
店
舗
で
の
消
費
金
額

は
全
体
の
11
・
３
％
の
約
５
百

万
円
で
し
た
。
88
・
７
％
が
大

型
７
店
舗
の
み
の
消
費
で
し
た
。

今
回
の
商
店
街
等
応
援
事
業
で

は
市
内
消
費
の
小
売
店
、
飲
食

店
の
支
援
が
最
大
の
目
的
で
、

前
回
を
参
考
に
し
て
の
分
配
根

拠
で
す
。
商
品
券
は
一
人
当
た

り
５
千
円
で
５
百
円
券
10
枚
が

１
セ
ッ
ト
で
、
利
用
期
間
は
12

月
１
日
か
ら
来
年
３
月
末
ま
で
。

商
品
券
の
引
き
渡
し
配
布
に
は

取
扱
店
を
同
封
し
ま
す
。

山口　　薫

質
問　

「
80
代
の
親
と
50
代
の
引
き
こ

も
り
の
子
供
、
社
会
か
ら
孤
立

し
親
の
年
金
で
生
活
、
親
が
要

介
護
等
に
な
る
と
親
子
共
に
生

活
苦
に
陥
る
」
。
こ
ん
な
家
庭

へ
の
支
援
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
は
支
援
に
向
け
て
法

律
を
改
正
し
ま
し
た
。
今
当
市

の
実
態
と
、
こ
の
複
合
・
複
雑

化
し
た
問
題
の
包
括
的
支
援
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁　

当
市
で
は
関
係
す
る
相
談
を
何

件
か
受
け
て
い
ま
す
。
本
支
援

に
つ
い
て
は
、
現
行
の
体
制
に

加
え
、
職
員
等
の
連
携
を
強
化

し
、
専
門
的
な
職
員
も
配
置
し

て
対
策
を
整
え
て
い
ま
す
。

質
問　

地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動

は
、
台
風
の
巨
大
化
等
防
災
面

か
ら
も
大
き
な
問
題
で
す
。
市

は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ー
宣

言
を
行
い
ま
し
た
が
、
市
民
へ

の
周
知
と
、
市
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減

目
標
の
検
討
、
具
体
的
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
、
官
民
一
体
で

推
進
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
弁　

市
民
へ
の
周
知
と
協
力
要
請
に

つ
い
て
は
、
各
家
庭
で
更
に
省

エ
ネ
効
果
を
上
げ
る
こ
と
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を

す
す
め
、
着
実
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
消
費
を
抑
え
る
よ
う
お
願
い

し
て
い
き
ま
す
。

質
問　

各
防
災
会
に
、
消
防
Ｏ
Ｂ
や
防

災
士
、
防
災
講
習
修
了
者
等
を

配
置
し
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
動
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

災
害
や
訓
練
等
で
相
当
の
効
果

が
期
待
で
き
る
と
思
う
が
。

答
弁　

市
で
は
防
災
知
識
を
有
す
る
方

の
参
加
の
取
り
組
み
と
、
市
独

自
の
「
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
」
等
を
開
催
し
、
防
災

の
中
心
的
役
割
を
担
う
人
材
の

育
成
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
上
野
原
の
た
め
に

　
　
　
　

“
今
”
最
善
の
対
策
を

避難訓練のイメージ

尾形幸召
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衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て

衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て

一般質問

態
で
３
千
万
円
支
出
の
条
件
は

満
た
さ
れ
て
い
る
か
。
又
、
Ｕ

Ｂ
Ｃ
の
経
営
改
善
契
約
は
。

答
弁　

Ｕ
Ｂ
Ｃ
の
経
営
に
つ
き
ま
し
て

は
、
株
主
総
会
の
資
料
等
も
確

認
し
、
又
、
月
一
回
程
度
の
定

期
協
議
に
て
改
善
の
要
請
を
し

て
い
ま
す
。

意
見　

協
定
の
条
件
の
是
非
に
つ
い
て

答
弁
は
な
か
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
他
の
民
間
企
業
を
思
え
ば

３
千
万
円
の
支
出
に
は
矛
盾
が

あ
る
。
検
討
す
べ
き
だ
。

　

他
に
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ

の
対
応
と
人
口
減
少
問
題
の
出

生
率
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

質
問　

事
業
開
始
時
に
奈
良
前
市
長
が

締
結
し
た
基
本
協
定
は
、
行
政

放
送
は
無
料
、
告
知
端
末
は
Ｕ

Ｂ
Ｃ
が
負
担
、
４
億
円
を
市
に

支
払
う
で
あ
る
が
、
こ
の
事
項

に
反
し
、
市
は
Ｕ
Ｂ
Ｃ
に
年
間

３
千
万
円
を
支
払
っ
て
い
る
。

そ
の
位
置
付
け
を
伺
い
ま
す
。

答
弁　

平
成
26
年
12
月
付
け
の
江
口
市

長
が
取
り
交
わ
し
た
合
意
事
項

で
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
は
大
型
資
本
の
参

加
導
入
に
よ
り
、
経
営
基
盤
の

安
定
と
信
頼
を
回
復
し
加
入
者

の
増
加
を
図
る
と
し
、
そ
の
後

合
意
事
項
が
履
行
さ
れ
た
と
認

め
、
平
成
30
年
８
月
24
日
、
事

業
の
活
用
に
関
す
る
協
定
書
を

締
結
し
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
に
現
在
の
額

を
支
払
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

３
千
万
円
を
支
出
す
る
協
定
の

中
身
は
、
経
営
安
定
の
為
、
株

式
の
大
部
分
の
譲
渡
に
よ
る
大

型
資
本
の
導
入
を
条
件
と
し
た

も
の
で
す
が
、
現
実
は
資
本
増

資
ど
こ
ろ
か
３
億
５
千
万
円
の

減
資
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
状

　

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
　

Ｕ
Ｂ
Ｃ
へ
３
千
万
円
の
支
援
は
適
正
か

財
の
保
存
・
展
示
施
設
の
整
備

は
主
要
施
策
に
位
置
付
け
改
め

て
議
論
の
出
発
点
と
し
て
い
き

ま
す
。
具
現
化
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問　

恒
常
的
な
文
化
財
展
示
施
設
は

い
つ
具
現
化
さ
れ
、
完
成
さ
れ

る
の
か
。

答
弁　

庁
内
に
「
検
討
会
組
織
」
を
立

ち
上
げ
課
題
や
問
題
点
を
整
理

し
、
基
礎
的
調
査
も
踏
ま
え
令

和
４
年
度
に
見
直
し
を
予
定
し

て
い
る
次
期
「
教
育
振
興
基
本

計
画
」
に
具
現
化
に
向
け
た
方

針
を
掲
げ
、
恒
常
的
展
示
施
設

の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

他
に
、
教
員
の
「
多
忙
化
解

消
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

質
問　

文
化
財
保
護
と
常
設
公
開
の
重

要
性
に
対
す
る
認
識
は
。

答
弁　

文
化
財
に
親
し
み
、
郷
土
の
歴

史
や
文
化
を
学
べ
る
恒
常
的
な

文
化
財
展
示
施
設
の
整
備
は
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
文
化

財
の
保
護
の
重
要
性
と
常
設
で

の
公
開
の
必
要
性
は
十
分
に
認

識
し
て
い
ま
す
。

質
問　

歴
史
館
、
民
俗
資
料
館
な
ど
の

文
化
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
半

世
紀
に
渡
り
議
会
に
於
い
て
質

疑
が
交
わ
さ
れ
て
き
ま
し
た
が

文
化
財
行
政
は
僅
少
な
予
算
の

為
か
、
組
織
・
体
制
も
脆
弱
な

ま
ま
今
日
に
到
っ
て
い
ま
す
。

文
化
財
常
設
展
示
施
設
の
要
望

に
ど
う
応
え
る
の
か
。

答
弁　

限
ら
れ
た
予
算
と
組
織
・
体
制

の
中
で
文
化
財
の
保
存
活
用
に

務
め
て
き
ま
し
た
が
、
常
設
展

示
施
設
の
整
備
に
は
十
分
お
応

え
で
き
な
い
状
況
で
今
日
に
到

っ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
に

策
定
し
た
「
上
野
原
市
教
育
振

興
基
本
計
画
」
に
於
い
て
文
化

　

文
化
財
の
恒
常
的
展
示
施
設
の
整
備

八木一雄

杉本公文
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衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

一般質問

質
問　

長
期
総
合
計
画
の
策
定
は
、

平
成
23
年
の
地
方
自
治
法
の
改

正
に
よ
り
、
策
定
の
義
務
付
け

が
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

多
く
の
自
治
体
で
は
継
続
し
て

策
定
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進

行
し
て
い
る
現
在
の
状
況
下
に

お
い
て
は
、
長
期
総
合
計
画
の

策
定
は
必
要
と
考
え
る
。
総
合

的
、
計
画
的
な
行
政
運
営
の
指

針
と
し
て
、
長
期
的
な
展
望
を

示
し
て
い
く
た
め
に
、
策
定
は

極
め
て
重
要
と
考
え
る
が
。

答
弁　

今
後
の
人
口
減
少
時
代
を
見
据

え
た
中
で
実
効
性
の
あ
る
ビ
ジ

ョ
ン
と
す
る
た
め
、
次
期
総
合

戦
略
の
策
定
前
に
は
準
備
を
進

め
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
地
方
創

生
を
合
致
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
策
定
に
つ
い
て
は
、
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
沿
っ
て
、

市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
策
定

す
る
と
と
も
に
議
会
に
諮
り
定

め
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
、
行
政
、
議
会
が
一
体
と

な
り
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
根
拠
を
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
に
規
定
し
議
会
関
与
の

充
実
、
明
確
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

意
見　

基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
実
施

計
画
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
市

全
体
で
取
り
組
め
る
よ
う
体
制

を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
。
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
い

う
強
い
意
志
、
本
気
度
が
今
問

わ
れ
て
い
る
。
住
民
要
望
に
つ

い
て
は
整
理
し
長
期
計
画
に
位

置
付
け
実
施
し
て
い
く
べ
き
。

　
　
　
　

他
に
、
地
方
自
治
の
本
旨
、

人
口
減
少
と
ま
ち
づ
く
り
、
森

林
環
境
譲
与
税
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

将
来
を
見
据
え
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　
　
　

（
総
合
計
画
）
の
策
定
は

答
弁　

調
査
結
果
で
は
Ｏ
Ｌ
Ｔ
は
、
更

新
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
内
容
で
す
。

質
問　

Ｕ
Ｂ
Ｃ
の
Ｏ
Ｌ
Ｔ
今
45
台
、
あ

と
10
台
壊
れ
る
と
通
信
が
不
可

能
に
な
る
部
分
が
出
て
く
る
。

交
換
す
る
た
め
に
は
莫
大
な
金

が
か
か
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
回
線
が

入
っ
て
い
る
地
域
に
、
市
の
回

線
を
二
重
に
引
く
必
要
が
あ
る

か
ど
う
か
。
Ｕ
Ｂ
Ｃ
の
経
営
状

況
な
ど
か
ら
、
今
後
Ｕ
Ｂ
Ｃ
絶

対
あ
り
き
で
は
な
く
、
市
民
が

テ
レ
ビ
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も

両
方
視
聴
で
き
る
環
境
を
つ
く

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

答
弁　

今
後
の
方
向
性
は
、
議
会
や
関

係
者
と
協
議
、
相
談
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

Ｕ
Ｂ
Ｃ
と
の
最
初
の
契
約
で
は
、

15
年
間
で
４
億
円
を
市
に
支
払

う
と
い
う
契
約
だ
が
。

答
弁　

平
成
30
年
の
確
認
書
で
は
、
経

営
状
況
を
見
据
え
な
が
ら
請
求

ま
た
は
猶
予
等
判
断
す
る
も
の

と
あ
り
、
現
在
は
請
求
を
猶
予

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

質
問　

市
が
敷
設
し
た
光
ケ
ー
ブ
ル
は

約
７
億
円
を
市
が
負
担
し
て
い

る
。
こ
れ
な
し
に
Ｕ
Ｂ
Ｃ
の
事

業
は
成
り
立
た
な
い
が
。

答
弁　

光
ケ
ー
ブ
ル
を
Ｕ
Ｂ
Ｃ
に
貸
し

付
け
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
が
使
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
事
実
で
す
。

質
問　

Ｕ
Ｂ
Ｃ
側
の
発
信
す
る
機
器
（
Ｏ

Ｌ
Ｔ
）
を
替
え
れ
ば
白
い
箱
の

中
の
Ｄ
─
Ｏ
Ｎ
Ｕ
も
替
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

答
弁　

同
一
メ
ー
カ
ー
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

質
問　

こ
の
Ｏ
Ｌ
Ｔ
は
株
主
の
ア
ラ
イ

ド
テ
レ
シ
ス
が
納
入
し
て
い
る
。

２
０
１
０
年
に
は
販
売
終
了
。

13
年
に
は
修
理
対
応
不
能
に
し

て
い
る
。

川田好博

　

Ｕ
Ｂ
Ｃ
の
機
器
が
壊
れ
る
と

　
　
　
　
　
　

白
い
箱
も
交
換
に

長田喜巳夫
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衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て

衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て

一般質問

質
問　

グ
リ
―
ン
ゾ
ー
ン
構
想
と
は
。

答
弁　

県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
第
２
波
、
第
３
波

が
襲
来
し
た
場
合
も
、
県
民
の

生
命
と
経
済
を
両
立
し
な
が

ら
、
不
断
に
前
進
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
へ
の
脱
皮
を
目

指
し
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き

た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
体
制
を
土
台

と
し
て
、
感
染
症
に
強
い
事
業

環
境
づ
く
り
を
強
力
に
後
押
し

し
、
「
山
梨
全
体
で
安
心
・
信

頼
を
提
供
」
す
る
こ
と
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
利
用
者
の
安
心
・

信
頼
を
獲
得
す
る
た
め
に
認
証

制
度
を
創
設
し
、
県
内
経
済
の

再
生
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
構
想
で
す
。

質
問　

商
店
街
等
の
活
性
化
を
図
る
市

独
自
の
助
成
制
度
創
設
は
。

答
弁　

市
で
は
こ
れ
ま
で
新
コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
独
自
の
「
事
業
者
応

援
事
業
」
や
「
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

等
応
援
事
業
」
等
事
業
者
へ
の

応
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
こ
の
定
例
会
に
も
商
店
街
等

へ
の
応
援
と
、
市
民
に
向
け
て

商
品
券
を
配
布
し
、
市
内
で
の

消
費
の
活
性
化
を
図
り
、
商
店

街
等
の
支
援
を
行
う
予
算
案
も

提
出
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
商

工
会
や
市
小
売
業
、
飲
食
業
な

ど
を
営
む
事
業
者
の
意
見
等
も

聞
き
な
が
ら
必
要
な
支
援
策
や

事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
積
極
的

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

他
に
、
市
民
生
活
利
便
性
向

上
と
活
性
化
や
、
地
域
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
及
び
情
報
通
信
基
盤

整
備
事
業
設
備
等
の
耐
久
性
・

更
新
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　

県
の
グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
構
想
と

　
　
　
　

新
し
い
生
活
様
式

　

ひ
き
こ
も
り
か
ら
の
新
た
な
一
歩

　

福
祉
施
設
の
感
染
症
対
策

会
福
祉
施
設
の
更
な
る
感
染
予

防
対
策
が
必
要
と
考
え
る
。
特

に
①
在
宅
で
介
護
者
が
感
染
し

た
場
合
、
要
介
護
者
の
受
け
入

れ
施
設
が
必
要
で
は
。
②
介
護

人
材
不
足
の
解
消
は
喫
緊
の
課

題
。
当
市
の
考
え
を
問
う
。

答
弁　

①
現
在
、
市
内
の
介
護
施
設
に

協
力
を
お
願
い
し
、
対
応
で
き

る
よ
う
話
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

②
福
祉
全
般
の
課
題
と
し
て
認

識
し
て
い
ま
す
。
８
月
に
介
護

現
場
の
現
状
を
改
め
て
把
握
し
、

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
か
ら
の
意
見
等

を
聞
き
ま
し
た
。
来
年
度
は
、

介
護
人
材
確
保
に
向
け
た
育
成

等
に
つ
い
て
、
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　

近
年
、
中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り

が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

当
市
の
ひ
き
こ
も
り
の
実
態
と

支
援
状
況
は
。

答
弁　

３
年
前
の
県
の
調
査
で
は
、
41

名
の
該
当
者
が
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
今
年
、
改
め
て
９
月
１

日
を
基
準
日
と
し
て
、
民
生
・

児
童
委
員
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

支
援
に
つ
い
て
は
、
委
託
先
の

社
会
福
祉
協
議
会
に
精
神
保
健

福
祉
士
を
配
置
し
、
生
活
困

窮
・
障
害
福
祉
等
重
層
的
な
支

援
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

意
見　

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
対
策
は
、

当
事
者
だ
け
で
な
く
家
族
も
含

め
た
支
援
が
必
要
（
先
進
事
例

を
紹
介
）
今
後
は
実
態
調
査
を

踏
ま
え
、
当
事
者
が
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
せ
る
よ
う
、
当
市

と
し
て
の
支
援
の
在
り
方
を
研

究
し
て
ほ
し
い
。

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
が
長
期
化
し
て
い

る
中
、
高
齢
者
支
援
施
設
等
社

遠藤美智子

東山洋昭
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閉会中の委員会活動

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委員長
　遠藤美智子
副委員長
　八木一雄
委員
　内田倫弘
　川田好博
　川島秀夫
　山口好昭
　長田喜巳夫
　尾形幸召

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

委員長
　東山洋昭
副委員長
　山口　薫
委員
　白鳥純雄
　小俣　修
　杉本公文
　杉本友栄
　岡部幸喜　
　尾形重寅

閉
会
中
の
継
続
調
査
と
し
て
、
８

月
４
日
「
秋
山
温
泉
と
秋
山
マ
ス
釣

場
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
や
管
理
状
況
に
つ
い
て
」と「
上

野
原
駅
南
口
・
北
口
、
都
市
計
画
道

路
の
交
通
、
桂
川
河
川
敷
に
お
け
る

ご
み
等
の
実
態
調
査
に
つ
い
て
」
現

地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

秋
山
温
泉
及
び
秋
山
マ
ス
釣
場
で

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
対
策
に
つ
い
て
は
、
独
自
に
策
定

し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
対
策

を
行
っ
て
お
り
、
現
在
で
き
う
る
感

染
予
防
の
最
善
の
努
力
を
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

次
に
、
桂
川
河
川
敷
南
側
で
は
、

昨
年
の
台
風
19
号
で
発
生
し
た
ゴ
ミ

か
ら
発
生
す
る
悪
臭
や
そ
の
量
に
つ

い
て
、
苦
情
が
出
て
い
ま
し
た
。
担

当
課
か
ら
は
、
公
園
に
つ
い
て
は
市

で
管
理
し
て
い
る
が
、
災
害
時
の
対

応
は
山
梨
県
が
行
っ
て
お
り
、
県
内

の
他
地
域
と
の
優
先
順
位
が
考
慮
さ

れ
た
結
果
、
処
理
が
遅
く
な
っ
た
と

の
こ
と
で
、
委
員
か
ら
は
台
風
等
の

災
害
が
あ
っ
た
際
に
は
、
県
と
連
携

を
図
り
、
速
や
か
に
対
応
し
て
も
ら

い
た
い
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

最
後
に
、
個
人
宅
の
樹
木
が
通
行

支
障
を
き
た
し
て
い
る
市
道
の
視
察

を
行
い
、
そ
の
現
状
を
確
認
。
委
員

か
ら
樹
木
の
所
有
者
に
根
気
強
く
連

絡
を
取
り
、
改
善
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
働
き
か
け
る
べ
き
と
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
本
委
員
会
で
も
他

市
等
で
同
様
の
事
例
に
対
応
す
る
条

例
が
あ
る
か
等
の
研
究
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

閉
会
中
の
継
続
調
査
と
し
て
、
８

月
24
日
に
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
運

営
状
況
に
つ
い
て
」
全
員
協
議
会
室

に
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

始
め
に
、
学
校
教
育
課
よ
り
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

「
Ｇ
I
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
目

的
に
つ
い
て
」
は
、
一
人
１
台
端
末

と
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
一
体
的
に
整
備
し
多
様
な
子
ど

も
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な

く
、
そ
の
可
能
性
を
広
げ
、
学
び
の

実
現
に
つ
な
げ
て
い
く
も
の
で
、
昨

今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
起
因
し
た
学
校
の
臨
時
休
校
な
ど

の
緊
急
時
に
お
い
て
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を

保
障
で
き
る
環
境
を
実
現
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
す
。
「
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
へ
の
計
画
」
に
つ
い
て
は
、
ク
ラ

ウ
ド
学
習
ツ
ー
ル
の
『G

 S
uite

 fo
r 

E
d
uc
atio

n

』
を
活
用
し
、
家
庭
で
の

学
習
用
動
画
視
聴
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
、
家
庭
学
習
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の

配
布
と
回
収
、
双
方
向
の
遠
隔
授
業

を
段
階
的
に
進
め
、
視
聴
す
る
だ
け

で
は
な
く
双
方
向
性
の
あ
る
授
業
実

施
を
目
指
す
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
後
、
小
学
校
の
教
員
と
実
際

に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
体
験
を
し
ま

し
た
。

委
員
か
ら
の
様
々
な
意
見
を
も
と

に
、
今
後
は
、
生
徒
・
教
員
・
保
護

者
が
よ
り
使
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、
生
徒

が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

一
人
一
人
の
ケ
ア
を
十
分
に
行
う
中

で
、
切
れ
目
の
な
い
学
び
の
支
援
を

行
う
こ
と
要
望
し
ま
し
た
。

秋山温泉

オンライン授業
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市長へ提言

市議会から市長への提言

令和２年８月７日

上野原市長　江口英雄様

上野原市議会議長　川島秀夫

新型コロナウイルス感染症対策に関する提言について

　新型コロナウイルスの感染拡大が市民生活に甚大な影響を与えている中、当市議会では、令

和２年５月１１日に、市民の安心安全な生活の確保と不安解消が図られるよう、６項目にわた

り提言を行ったところ、充分なご理解をいただき、その後の新たな状況に対応した市独自の取

組みを実施されてきたことに、改めて敬意を表します。

　その一方で、新型コロナウイルス感染症の収束は、全く見通しが立たないどころか、全国的

には第１波を上回る感染者数が日々報告され、地域によっては緊急事態宣言が発令される事態

に至っております。

　つきましては、市民生活が一刻も早く日常を取り戻せるよう、当市議会において提言・要望

等をとりまとめましたので、下記のとおり提言します。

記

１　地域経済の振興策

・�市内で利用可能な商品券や公共交通の利用券の発行等による地元事業者支援を講じるこ

と

・より多くの事業所が対象となるよう、事業所補助金の制限を再検討すること

２　医療体制の充実化

・ＰＣＲ検査をより多くの人が速やかにが受けられるよう、検査体制を強化すること

・�保育士・介護士・医療従事者・店頭販売員等、多くの人との接触により感染リスクの高

い人に対する支援策を検討すること

・�新型コロナウイルスの影響によりインフルエンザを含めた発熱外来の受診が遅れること

のないよう対策を講じること

３　個人への支援策

・�引き続き市が保育料・給食費を免除することにより保護者の経済的負担の軽減を図るこ

と

４　その他

・地域の実情に合わせた災害時の新型コロナウイルスに対応した避難対策を講じること

・高齢者の見守り対策を充実、強化すること

・国・県の支援策も含めた相談窓口を充実すること

以上

二
回
目

提言新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
伴
い
上
野
原
市
で
は
４

次
に
わ
た
る
補
正
予
算
を
組
み
ま

し
た
。
市
議
会
と
し
て
も
５
月
に

引
き
続
き
８
月
６
日
に
開
か
れ
た

議
員
全
員
協
議
会
で
「
市
長
へ
の

提
言
」
の
検
討
を
行
い
、
以
下
の

提
言
を
８
月
７
日
に
市
長
に
提
出

し
ま
し
た
。
第
３
回
定
例
会
で
提

案
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
（

第
４
号
）
で
は
、
市
議
会
か
ら
の

提
言
の
内
容
の
多
く
が
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
に
今
年
度
の
上
野
原

市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
主
な
事
業
の
一
覧
を
載

せ
ま
し
た
。
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新型コロナウイルス感染症対策、主な市独自事業一覧

事　業　名 内　　　　　　容
発熱外来改修（予備費） 旧勤労青少年ホームを改修して、発熱外来を設置

５
月
臨
時
会

上野原市事業者応援事業 従業員５人以下の事業主、個人事業者に一律 10 万円給付

子育て世帯生活支援金給付 児童手当、国の１万円加算に市が１万円上乗せ

小中学校給食費無償化 ５月～７月分の給食費を無償化

こども園・保育所・学童保育 ３月～７月分の保育料を無償化

こども園・保育所の給食費 ３月～７月分を完全無償化

私立幼稚園の給食費 こども園等と同様に補助

マスク配布事業
75 歳以上の高齢者、妊婦、未就学児世帯に 15 枚のマスク
を配布

テイクアウト応援 市がチラシを作成・配布。事業者に一律３万円の支援

市営各種施設休業補償 秋山温泉、市営プールなどの各種施設の休業補償

国保短期保険証の特例措置 ７月まで期限を延長し、直ちに全世帯に郵送

６
月
定
例
会

避難所運営対策 避難所開設時の感染症対策物品購入

マスク配布事業 １世帯 50 枚のマスク配布

児童生徒一人一台端末整備 児童生徒が自宅でもパソコンを活用できるよう機器を整備

家庭用モバイルルーター整備 WiFi 環境未整備児童生徒の家庭にモバイルルーターを貸与

教職員用ビデオカメラ整備 オンライン授業、教員用ビデオカメラ・マイクを整備

大学生等応援事業補助金 大学生等の負担軽減のために一人５万円を給付

高校生応援事業補助金 高校生の負担を軽減するために一人１万円を給付

国民健康保険傷病手当金
後期高齢者保険傷病手当金

新型コロナウイルス感染症により４日以上休んだ被用者に
傷病手当金を市で上乗せして支給

障害者通所作業所補助事業 障害者通所作業所に感染症予防のための物品購入に対し限
度 20 万円を補助

介護サービス事業者支援補助金 介護事業所に感染症予防のための物品購入に対し１法人に
限度 20 万円（２サービス以上は 40 万円）を補助

市営施設休業協力金 感染症拡大に伴う休業に対する協力金（４～５月分）

８
月
臨
時
会

水道蛇口水栓交換 こども園・学童保育所・支所・出張所等（一部国庫補助）

こども園・学童保育所・子育て支援セ
ンター等まん延防止対策事業

扇風機・空気清浄機・アクリル板設置

市役所庁舎等換気促進対策事業 換気対策用業務用扇風機 63 台購入

市役所庁舎等感染予防対策 市役所・福祉センター管理業務に消毒を追加

上小ランチルームエアコン設置 ランチルームを２か所にするための措置

ひとり親世帯生活支援金給付事業 国の臨時特例給付金に５万円を上乗せ

新生児子育て応援給付金 基準日以降に生まれた子どもに 10 万円を支給

GIGA スクールサポーター配置 小中学校の GIGA スクール支援のために２名配置

地域公共交通事業者緊急支援事業 バス・タクシー事業者に基本 10 万円、１車両２万円支給

オンライン移住者相談機器整備 オンライン相談を受けるために機器を整備

９
月
定
例
会

インフルエンザ予防接種助成拡大
１～ 18 歳まで助成単価拡大　2000 円→ 2500 円、１～ 12
歳まで２回目も 2500 円助成

学校感染症対策事業 消耗品費、医薬材料費

妊婦応援特別給付金 ４月 28 日～来年３月 31 日までに妊娠の届出をした方に
５万円を給付

子育て世帯生活支援金給付事業 対象者増、予算を増額

上野原市商店街等応援事業 小型店限定 3500 円、全店舗共通 1500 円の商品券配布

（仮称）コロナ対策観光 PR 事業 テレビ山梨とタイアップ。４K ドローン画像を配信

地域公共交通事業者支援事業 ８月臨時会の追加分

上野原市立病院支援交付金 12 月に資金不足となることが予想されるため

サテライトオフィス整備費補助事業 新たに空き物件を利用してサテライトオフィスを開設する企
業・個人事業主・物件所有者に１/ ２助成、上限 300 万円

移住者在宅ワーク環境整備費補助事業 市内に移住し自宅でインターネット環境を利用し、テレワー
クを行う者、上限 10 万円
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議会だより編集常任委員会

委 員 長	 川田　好博

副委員長	 白鳥　純雄

委　　員	 内田　倫弘

委　　員	 八木　一雄

委　　員	 山口　　薫

委　　員	 遠藤美智子

市

編集

後記

の

民

声

外出の自粛を求められてからというもの、大げさに言えば時が
止まった様な、季節感を失った様な気分になることがあります。
暦の上では月日は流れているのですが、卒業・入学式等の学校行
事、お花見やお祭り等、その時期の風物がなくなると、これほど
までに季節感が無くなるとは。人は時の流れを止められませんが、
イベントごとや節句などを折々に設定することで、季節や時を作
ってきたのだなあ、と改めて思います。

上野原は幸い自然に恵まれています。私たちの動きが停滞して
いても、花は咲き実は熟し、葉は色づいて散っていきます。猛暑が
過ぎ去り、最近は空が澄み朝夕の空気が爽やかになってきました。
こんな時こそ、身の回りの自然の変化に目を凝らすべきで、そう
することで時の流れを感じる力を取り戻せるのかもしれません。

新型コロナウイルス感染症は、社会の中に深刻な影響を及ぼし
ています。上野原市でも４次にわたる補正予算を組んでいますが、
対応しきれない部分が残されています。今まで溜まってきた歪み
が一気に噴き出してきたような感があります。市議会としても、
二度にわたる市長への提言を提出し、市民の悩みや願いに寄り添
うように努力をしてきました。前号と今号は新型コロナウイルス
感染症に関する記事が多くなっていますが、一刻も早く、ふつう
の日常生活に戻れるように願っています。この問題を契機に、生
活のあり方が、もっと安全に、もっと安心できるよう変えていき
たいと願う日々です。

（川田）

止まった時間

（株）上州屋 設楽彦吉商店
設楽　徳子さん

通常の傍聴には予約の必要はありません。
傍聴当日、3階議会事務局受付までお越しく
ださい。委員会の傍聴については、委員長の
許可が必要です。

議会の傍聴について
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市議会では、一般質問を傍
聴する際、満1歳以上から就学前までのお子
さんを無料でお預かりする託児サービスを実
施しております。

ご希望の場合は、傍聴
希望日の1週間前までに、
議会事務局 （62-3344）
へお申し込みください。

託児サービスを
ご利用ください

議会だよりの
QRコードです

月定例会予定12
日 月 火 水 木 金 土
11/22 23 24 25 26 27 28

29 30 12/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

（初日）

傍聴可

傍聴可 傍聴可

本会議 議案調査 議案調査

総務産業
文教厚生

（最終日）一般質問
（予備日）

予算特別

委員会

議案調査 議案調査

本会議本会議 議案調査

委員会

傍聴可 傍聴可

一般質問 一般質問

本会議 本会議

勤労
感謝の日


